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研究成果の概要 

 

本研究の目的は、1836年から 1842年にかけて活発化したヒヴァ・ハン国の奴隷解放をめぐる外

交交渉過程の意義を解明することにあった。 

のべ 4 日間という短期の滞在ではあったが、当初予定していた 19 世紀ロシア帝国当局から出版

されていた定期刊行物（『外務省年報』、『外務省モスクワ中央文書館論集』、『軍事論集』など）の

閲覧のみならず、スラブ・ユーラシア研究センターで開催された研究会「外交官から見た近現代日

露関係史」に参加し、ロシアの外交交渉史全般について、醍醐龍馬氏（小樽商科大学）、藤本健太

朗氏（日本学術振興会／東北大学）、矢嶋光氏（名城大学）ほかとの意見交換の中で新たな知見を

得ることができた。 
本研究の成果の一部は、『内陸アジア史研究』の学術論文として公表し、その発展版を、英文に

まとめて投稿した。後者は現在査読中である。今後の課題は、ニコライ 1 世期ロシアのアジア外交

全般を考察する現在進行中の研究プロジェクトの中に、本研究成果を組みこんでいくことである。 
末筆ながらセンターおよび図書室のスタッフの方々に御礼を申し上げたい。 
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「ニコライ 1 世期ロシア帝国のアジア外交」（三菱財団人文科学研究助成） 

「ニコライ 1 世期ロシア帝国のアジア外交―外務省アジア局および地方総督の役割を中心に―」
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